
１　学年・単元名　　第４学年　わたしたちの生活とロボットについて考えよう

『ゆめのロボットを作る』（書くこと）

２　単元目標
○　２つの文章を関係付けて読み、発表会に向けて、進んで自分の「ゆめのロボット」について考えようとしている。【関心、意欲、態度】
○　２つの文章の要点や細かい点に注意しながら読み取り、それらを関係付けて筆者の考えや願いを捉え、短い文章にまとめている。【読むこと】
·  自分の「ゆめのロボット」について、自分の考えの中心を明確にし、理由や事例を挙げて    

自分の考えを書いている。【書くこと】
○　指示語や接続語の役割を理解し、文章構成に気を付けながら書いている。
【言語に関する事項】　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　本時の目標（第二次　第５時）
　筆者が研究している「マッスルスーツ」についてワークシートに整理することができる。

４　本時の展開

	学習活動
	指導上の留意点
太字：つまずきに対する手立て
	児童への手立て

	１．学習課題を知る。 　　　　


２．教材文を音読し、「はじめ」「中「終わり」を確認する。　 　　　　　　　

３．インタビュー記事を思い出し、何について書かれた説明文かを確認する。

４．「マッスルスーツ」の特徴を本文から読み取る。

５．「マッスルスーツ」がどんなものなのか、観点ごとにワークシートに整理する。

・どんなことに役立つか

・どんな人が活用するか

・可能性

・使う人の願い

・作った人の願い


６．次時の学習課題を知る
	○「このように」「一方」「しょうかいしましょう。」をヒントとして、本文の構成について考えさせる。その際、「中」には「マッスルスーツ」と「アクティブ歩行器」の２つの例が書かれていることを読み取らせる。

○２つの文章を比べることで、「着るロボット」について詳しく書かれている文章であることを確認させる。

○２つの文章を往復し、共通の言葉に注目させることで、筆者の考えがロボットの特徴に生かされていることに気付かせる。

○「マッスルスーツ」の仕組みや活用の仕方について要点を見つけ、まとめさせることで、「マッスルスーツ」の特徴を捉えさせる。

○三次でも使うワークシートであることを伝えることで、自分の考えるロボットを意識しながら学習に取り組ませる。

○読み取った内容をもとに、観点ごとに、短い言葉でわかりやすく書きまとめさせる。

○「マッスルスーツ」を使う人、作る人それぞれに思いがあることを読み取らせることで、使う人の気持ちに沿ってロボットをつくる筆者の願いに気付かせる。

○もう１つの例である「アクティブ歩行器」について学習することを伝える。


	○「マッスルスーツ」の写真を見せることで、特徴をイメージしやすくする。

○２つの記事に共通する部分を同じ色で印をつけ、２つの文章を往復させやすくする。

○観点ごとに色分けし、どこから要点をぬきだせばよいのか視覚的にとらえやすくする。

○使う人、作る人はだれなのかを確認しておく。

○文末表現に注目し、筆者の意見が書かれている部分を見つける。


５　見とりのポイント
	評価項目
	Ａ
（十分達成）
	Ｂ
（概ね達成）
	Ｃ
（要支援）

	マッスルスーツがどんなロボットなのか、ワークシートに簡潔にまとめることができる。
	観点ごとに要点をぬきだし、短い文でまとめている。
	観点ごとに要点が含まれる文をぬきだせている。

	どの部分に要点がふくまれているのか、捉えられない。


６　準備物　
ワークシート

児童に見られるつまずき


　内容を項目ごとに整理し、接続語や指示語、文末表現を効果的に使って、自分の考えを書きまとめることができない


つまずき解消に向けた指導のポイント


　読み取ったことを観点ごとに色分けしてワークシートに整理させることで、本文の具体例を参考にして自分の作文に生かすことができるようにする





指導事例集ｐ．５１





参考：単元について





参考：板書





筆者が研究している、「マッスルスーツ」について整理することができる。





ゆめのロボット


ワークシート⑦








